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昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
○
）
に
は
、
胄
洲
生
誕
二
○
○
年
祭
が
和
歌
山
市
で
開
催
さ
れ
、
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
に
結
成
さ
れ
た

（
４
）

「
青
洲
先
生
顕
彰
会
」
の
森
慶
三
ら
が
中
心
と
な
っ
て
『
医
聖
華
岡
青
洲
』
が
昭
和
三
十
九
年
二
九
六
四
）
公
刊
さ
れ
た
。
本
書
の
出
版
は

（
１
）

呉
の
著
書
出
版
か
ら
約
四
十
年
経
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
調
査
研
究
の
結
果
も
適
切
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
一
例
を
示
す
と
、
青
洲
の

（
５
）
（
《
ｂ
）

弟
治
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
呉
の
著
書
で
は
生
残
年
の
記
載
は
な
い
が
、
森
ら
の
著
書
で
は
生
喪
年
が
（
一
七
六
三
～
一
八
三
六
）
と
明
記
さ
れ

（
３
）

次
郎
ま
で
の
系
表
を
示
し
て
い
る
。

紀
州
の
華
岡
青
洲
（
一
七
六
○
～
一
八
三
五
）
ほ
ど
本
邦
の
医
人
の
中
で
も
そ
の
系
譜
が
詳
細
に
研
究
さ
れ
て
い
る
例
は
少
な
い
。
こ
れ
は

取
り
も
直
さ
ず
、
青
洲
の
業
績
が
群
を
抜
い
て
偉
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
で
、
さ
ら
に
青
洲
が
近
世
の
中
期
か
ら
末
期
に
か

け
て
活
躍
し
た
人
物
で
、
加
え
て
多
く
の
史
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
直
系
の
御
子
孫
が
お
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

（
１
）
（
２
）
，

呉
秀
三
は
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
『
華
岡
胄
洲
及
其
外
科
』
を
公
に
し
た
が
、
そ
の
中
で
青
洲
の
系
譜
を
巻
一
の
「
第
十
四
兄
弟
」
、

「
第
十
五
妻
子
」
、
「
第
十
六
華
岡
三
家
及
ピ
其
後
」
に
お
い
て
詳
細
に
論
じ
、
そ
れ
を
纒
め
た
三
代
随
賢
の
胄
洲
か
ら
六
代
随
賢
の
貞

一
、
は
じ
め
に

地
蔵
寺
過
去
帳
に
よ
る
華
岡
青
洲
の

系
譜
に
関
す
る
新
知
見

日
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そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。

（
川
）

平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
五
月
、
和
歌
山
市
で
「
医
聖
華
岡
青
洲
展
」
が
開
催
さ
れ
、
貴
重
な
史
料
に
つ
い
て
の
図
録
も
上
梓
さ
れ
た
。
も

ち
ろ
ん
そ
の
中
に
系
譜
も
示
さ
れ
て
お
り
、
那
賀
町
の
地
蔵
寺
の
写
真
や
共
同
墓
地
改
葬
に
よ
る
無
縁
塔
の
建
立
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
共

同
墓
地
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
青
洲
の
墓
、
さ
ら
に
は
本
稿
で
問
題
に
し
て
い
る
地
蔵
寺
の
過
去
帳
の
こ
と
に
は
一
切
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、

（
４
）

基
本
的
に
は
森
ら
の
研
究
の
水
準
に
留
ま
っ
て
い
る
。
札
幌
市
の
第
八
代
華
岡
胄
洲
博
士
の
御
好
意
で
御
紹
介
戴
い
た
現
在
の
華
岡
家
の
菩

提
寺
「
清
浄
心
院
」
の
調
査
で
も
、
三
代
青
洲
随
賢
時
代
の
こ
と
と
な
る
と
殆
ど
不
明
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
華
岡
青
洲
の
系
譜
は
研
究
し
尽
く
さ
れ
て
、
最
早
こ
れ
以
上
の
進
展
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
筆
者

は
青
洲
在
世
当
時
の
華
岡
家
の
菩
提
寺
で
、
青
洲
旧
宅
の
近
く
の
地
蔵
寺
の
過
去
帳
が
現
在
、
那
賀
町
の
西
光
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
こ
れ
を
精
査
し
た
結
果
、
従
来
不
詳
と
さ
れ
て
き
た
青
洲
の
祖
先
の
方
々
、
同
胞
、
さ
ら
に
は
そ
の
子
供
に
つ
い
て
も
法
名
、
俗

名
、
残
年
な
ど
極
め
て
重
大
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

本
稿
は
青
洲
直
系
の
御
子
孫
で
あ
る
第
八
代
随
賢
の
華
岡
青
洲
博
士
の
御
協
力
と
閲
を
経
た
も
の
で
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
こ
と
も
考

慮
し
て
胄
洲
の
傍
流
の
方
々
に
つ
い
て
は
省
略
し
て
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。
な
お
本
稿
に
お
い
て
単
に
胄
洲
と
記
し
た
場
合
は
三

代
随
賢
の
青
洲
の
こ
と
で
あ
る
。

（
７
）
（
Ｈ
）

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
森
ら
の
著
書
の
第
八
章
の
「
華
岡
家
今
昔
物
語
」
と
題
し
て
一
族
系
譜
が
詳
し
く
言
及
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
第
十
三
章

に
は
「
華
岡
一
族
綜
合
系
譜
」
が
示
さ
れ
、
華
岡
家
の
系
譜
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

（
ｑ
》
）

さ
ら
に
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
三
）
の
藤
本
ら
は
「
華
岡
青
洲
」
を
上
梓
し
た
が
、
青
洲
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
森
ら
の
著
書
の
結
果
を

地
蔵
寺
（
写
真
１
）
は
和
歌
山
県
那
賀
町
西
野
山
に
現
存
し
て
い
る
。
青
洲
旧
宅
か
ら
北
東
に
向
か
っ
て
大
師
堂
、
勘
平
池
、
さ
ら
に
西
野

二
、
地
蔵
寺
と
そ
の
過
去
帳



山
共
同
墓
地
を
左
手
に
見
て
狭
い
道
路
を
進
む
と
地
蔵
寺
に
着
く
。
現
在

は
西
野
山
集
会
所
が
寺
に
向
か
っ
て
右
側
に
隣
接
し
て
建
て
ら
れ
、
寺
と

は
廊
下
で
結
ば
れ
て
い
る
。
十
数
年
前
か
ら
無
住
と
な
っ
た
た
め
、
地
蔵

寺
の
過
去
帳
は
粉
河
町
馬
宿
（
う
ま
や
ど
）
の
西
光
寺
森
大
耕
師
の
管
理
す

る
所
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
森
師
と
那
賀
町
教
育
委
員
会
の
御
配
慮
に

ｊ
よ
っ
て
、
右
の
過
去
帳
を
精
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
経
本
様
の
過
去

９９四
帳
は
「
過
去
帳
名
手
荘
西
之
山
邑
」
と
題
さ
れ
、
巻
一
と
巻
二
の
二

号
巻
か
ら
成
る
。
巻
一
に
は
お
よ
そ
慶
安
年
代
か
ら
享
和
年
代
ま
で
、
巻
二

ｌ
子
コ
マ蕾

は
寛
政
年
代
か
ら
明
治
初
年
代
ま
で
の
家
系
毎
の
法
名
が
大
体
年
代
順
に

５認
記
入
さ
れ
て
い
る
。

誌
こ
の
中
に
青
洲
一
族
百
数
十
名
の
法
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
一

雑鐸
見
す
れ
ば
、
従
来
不
明
だ
っ
た
諸
点
が
氷
解
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
察

鞭
す
れ
ば
、
従
来
の
胄
洲
の
研
究
者
は
こ
の
過
去
帳
を
無
視
し
て
精
査
し
な

卜
か
つ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
に
西
野
山
の
共
同
墓
地
が
整
備
さ
れ

無
縁
の
墓
が
改
め
ら
れ
て
地
蔵
寺
境
内
に
無
縁
塔
が
建
立
さ
れ
た
際
、
華

岡
家
の
墓
碑
四
基
が
新
た
に
発
見
さ
れ
、
地
蔵
寺
境
内
に
改
葬
さ
れ
た
。

四
基
と
は
青
洲
の
父
母
、
胄
洲
夫
妻
の
四
基
で
あ
る
（
写
真
２
）
。
従
っ
て

鞭
青
洲
の
父
母
、
青
洲
の
夫
妻
の
墓
碑
は
華
岡
家
の
墓
地
に
も
あ
る
の
で
菫

写真｜地蔵寺の青州父母と青洲夫妻の墓碑
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複
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
墓
碑
の
向
っ
て
左
の
二
基
は
青
洲
の
父
直
道

夫
妻
で
直
道
の
碑
は
高
さ
約
五
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
碑
の
正
面
に
「
正

覚
院
直
道
居
士
」
、
右
側
に
「
天
明
五
乙
巳
歳
」
、
左
側
に
「
六
月
二
日
寂
」

と
あ
る
。
左
手
の
妻
於
継
の
高
さ
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
碑
に
は
同
様

に
「
蓮
浄
院
智
貞
信
尼
寛
政
巳
未
年
十
一
月
四
日
入
」
と
あ
る
。
右
手

の
二
基
は
青
洲
夫
妻
で
青
洲
の
碑
は
父
直
道
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
で
、
「
天
徳

院
聖
哲
直
幸
居
士
華
岡
随
賢
宗
震
伯
行
號
胄
洲
先
生
天
保
六
（
以
下

読
め
ず
）
」
と
あ
り
、
妻
の
加
恵
の
方
は
「
蓮
光
院
法
屋
妙
薫
大
姉
位
文

政
十
二
乙
丑
年
十
二
月
八
日
寂
俗
名
加
恵
行
年
六
十
八
」
と
あ
る
。

青
洲
の
墓
の
碑
文
を
見
る
限
り
、
門
人
た
ち
が
華
岡
家
の
祖
先
の
眠
る
墓

地
に
も
師
青
洲
の
墓
碑
を
建
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

過
去
帳
の
巻
一
に
は
華
岡
久
兵
衛
家
の
三
十
九
人
、
花
岡
（
マ
マ
）
新
太

郎
・
新
九
郎
家
の
三
十
四
人
、
巻
二
に
は
華
岡
家
（
医
師
、
五
兵
衛
、
文
蔵

随
賢
）
の
四
十
六
人
、
華
岡
家
（
平
山
久
兵
衛
、
五
兵
衛
）
の
五
人
、
花
岡
（
マ

マ
）
賢
蔵
家
の
七
人
、
新
太
郎
（
新
九
郎
）
家
な
ど
の
五
十
八
人
の
法
名
が

披
見
さ
れ
る
。

（
１
）
（
Ⅱ
）

呉
の
著
書
の
図
十
六
「
青
洲
先
生
住
宅
及
其
近
傍
」
に
よ
れ
ば
、
大
正

時
代
に
冑
洲
旧
宅
近
辺
に
は
、
華
岡
久
兵
衛
、
華
岡
賢
蔵
、
華
岡
文
蔵
、

花
岡
新
六
、
華
岡
新
太
郎
の
各
分
流
が
居
住
し
て
い
た
が
、
前
述
の
過
去

写真2地蔵寺の無縁塔
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帳
に
見
ら
れ
る
各
家
系
は
右
の
諸
家
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
右
の
過
去
帳
の
華
岡
一
族
を
合
計
す
れ
ば
一
八
○
余
人
と
な
る
が
、

も
ち
ろ
ん
祖
先
は
同
じ
で
あ
る
た
め
法
名
に
重
複
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
百
数
十
名
の
法
名
が
見
い
出
さ
れ
る
。
過
去
帳
の

記
載
は
基
本
的
に
は
上
、
下
二
段
に
分
け
ら
れ
、
上
下
段
に
各
々
五
人
の
法
名
が
記
さ
れ
、
各
欄
の
中
央
に
法
名
、
そ
の
右
に
没
年
、
左
に

残
月
日
と
俗
名
、
続
柄
が
記
さ
れ
て
い
る
。
単
に
法
名
の
み
記
さ
れ
、
残
年
月
日
は
も
ち
ろ
ん
、
俗
名
の
記
載
の
な
い
人
物
も
い
る
、
従
っ

て
過
去
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
法
名
に
残
年
月
、
俗
名
、
続
柄
が
併
記
さ
れ
て
い
る
訳
で
も
な
く
、
単
に
法
名
の
み
、
あ
る
い
は
法

名
と
残
年
月
の
み
と
い
う
記
載
も
か
な
り
見
ら
れ
る
。
た
と
え
法
名
、
残
年
月
、
俗
名
が
共
に
記
載
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
物
が
胄
洲

や
既
知
の
人
物
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
確
定
出
来
な
い
人
物
も
数
多
く
い
る
。

本
稿
で
は
過
去
帳
の
各
家
の
条
か
ら
必
要
な
法
名
だ
け
抄
出
し
て
お
く
。
な
お
年
号
の
下
の
干
支
を
省
略
す
る
。

Ａ
４
露
（
雲
）
月
童
子

Ａ
３
夢
幻
童
子
宝

久
兵
衛
子

Ａ
２

A

l
Ａ
華
岡
久
兵
衛
家

三
、
地
蔵
寺
過
去
帳
に
披
見
さ
れ
る
華
岡
家
の
人
々

覚
知
浄
円
元
禄
十
年
五
月
三
日

俗
名
傳
右
衛
門
尚
親

樹
林
童
子
元
禄
十
年
七
月
十
二
日

久
兵
衛
子
権

宝
永
三
年
八
月
二
八
日
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Ａ
８

Ａ
７

Ａ
６

Ａ
５

Ａ
昭

Ａ
血

A

11

A

10

Ａ
９

久
兵
衛
子

螢
雪
妙
光
信
女
宝
永
七
年
十
二
月
一
六
日

元
祖
傳
右
衛
門
妻
俗
名
カ
メ

性
月
自
本
信
士
享
保
三
年
六
月
二
六
日

久
兵
衛
子
宇
右
衛
門

華
岳
宗
英
享
保
七
年
四
月
七
日

俗
名
久
兵
衛
尚
英

離
慶
童
子
享
保
十
四
年
十
二
月
十
一
日

幸
七
男
子

如
月
恵
鏡
信
女
延
享
三
年
八
月
十
四
日

久
左
衛
門
女

阿
宝
妙
入
童
女
宝
暦
十
四
年
一
月
二
六
日

文
蔵
女
子
五
才

夏
月
妙
蓮
信
女
宝
暦
十
四
年
六
月
六
日

文
蔵
妻

覚
峯
浄
照
信
士
明
和
元
年
九
月
二
三
日

俗
名
幸
助

善
援
智
光
信
女
宝
暦
八
年
六
月
晦
日

俗
名
幸
七
妻
カ
ツ
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Ａ
Ｍ
理
白
道
全
信
士
明
和
二
年
五
月
二
六
日

俗
名
久
左
衛
門

Ａ
喝
前
正
位
阿
閣
梨
宥
秀

宝
暦
十
年
十
二
月
七
日

久
左
衛
門
兄

Ａ
咽
平
山
院
芳
閖
雲
仙
居
士明

和
六
年
八
月
十
一
日

俗
名
雲
仙
、
行
年
八
十
五
才

Ａ
ｒ
如
幻
童
女
明
和
七
年
七
月
十
二
日

久
兵
衛
子
〃

Ａ
肥
正
覚
院
直
道
居
士
天
明
五
年
六
月
二
日

俗
名
随
賢
行
年
六
十
四

Ａ
喝
実
如
妙
顔
信
女
天
明
七
年
九
月
二
日

俗
名
於
初
文
蔵
姉
之

行
年
七
十
四
年

Ａ
卯
正
翁
通
満
信
士
天
明
九
年
正
月
十
八
日

俗
名
文
蔵
年
七
十
二
才

Ａ
皿
端
月
妙
雲
信
女
寛
政
四
年
正
月
廿
日

俗
名
於
カ
ツ
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B

1]

Ｂ
、

ｎ
Ｄ
Ｑ
Ｊ

Ｂ
８

ロ
Ｕ
局
ノ
ー

ｎ
ｂ
《
ｂ

Ｂ
５

BB

4 3

Ｂ
２

B

l
Ｂ
花
岡
新
太
郎
・
新
九
郎
家

夏
悦
善
閑
貞
享
三
年
四
月
十
五
日

雪
窓
妙
閑
元
禄
二
年
十
一
月
十
八
日

覚
智
浄
円
信
士
元
禄
十
年
五
月
三
日

螢
雪
妙
光
宝
永
七
年
十
二
月
十
六
日

松
屋
妙
薫
享
保
一
年
十
月
十
四
日

新
太
郎
内
方

秋
巖
旭
泉
信
士
享
保
二
年
七
月
二
十
五
日

俗
名
真
八
新
太
郎
次
男

秋
巖
貞
心
享
保
四
年
六
月
二
十
二
日

同
人
女
子

素
契
本
然
信
士
享
保
十
五
年
八
月
十
三
日

俗
名
新
太
郎
歳
八
十
三

連
雪
童
女
享
保
二
十
年
十
二
月
十
二
日

新
太
郎
女

閖
月
恵
真
尼
元
文
三
年
八
月
二
十
八
日

新
太
郎
後
妻
、
年
八
十
八

善
誉
妙
流
信
女
元
文
四
年
正
月
晦
日
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新
太
郎
妹

Ｂ
吃
覚
幻
童
子
寛
保
元
年
十
月
四
日

新
太
郎
三
男
善
之
助

Ｂ
週
法
悟
寿
貞
信
女
宝
暦
四
年
九
月
十
四
日

新
太
郎
母

Ｂ
皿
照
應
道
岳
信
士
天
明
二
年
七
月
二
十
二
日

新
太
郎
四
十
八
才

Ｃ
５

C

l

CＣ
４

（
し
八
。

C
旬

乙

華
岡
家
（
医
師
、
五
兵
衛
、
文
蔵
、
随
賢
）

秋
光
妙
盛
信
女
寛
政
五
年
八
月
十
九
日

俗
名
於
ト
ク
、
六
十
七
歳

智
光
童
女
寛
政
十
年
六
月
四
日

雲
平
女
子
也
俗
名
小
弁

蓮
浄
院
智
貞
信
尼

寛
政
十
一
年
十
一
月
四
日

俗
名
ヲ
ツ
キ
六
十
四
才

如
幻
童
女
享
和
元
年
七
月
二
十
三
日

冨
右
衛
門
女
子
小
石

咬
佳
妙
誘
信
女
享
和
二
年
七
月
二
十
日
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俗
名
於
ト
メ
七
十
八
歳

Ｃ
６
涼
倒
妙
空
信
女
文
化
二
年
九
月
十
七
日

俗
名
小
ム
ッ
四
十
二
歳

Ｃ
７
梅
室
妙
寿
信
女
文
化
六
年
極
月
十
二
日

俗
名
カ
ン
久
左
衛
門
妻
、

右
衛
門
母
也
九
十
三
才

Ｃ
８
照
賢
童
子
文
化
九
年
十
二
月
十
三
日

随
賢
妾
子
也
釈
迦
寺
引
導

Ｃ
９
観
阿
妙
恵
信
女
文
化
十
二
年
十
月
五
日

花
岡
文
蔵
妻
俗
名
於
春

Ｃ
Ⅲ
玉
光
自
薫
童
子

文
化
十
四
年
五
月
二
十
四
日

境
良
平
嫡
男
俗
名
栄
次
郎
事

Ｃ
Ⅱ
離
境
妙
覚
信
女

文
化
十
三
年
四
月
二
十
四
日

俗
名
キ
サ
（
随
賢
部
二
入
）

Ｃ
皿
稟
性
院
廉
正
直
義
居
士文

政
十
年
四
月
二
十
九
日

俗
名
花
岡
良
平
円
行
寺
引
導
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Ｃ
昭

Ｃ
賜

Ｃ
ｕ

Ｃ
肥

Ｃ
鵬

Ｃ
Ｗ

Ｃ
的

長
寿
院
一
阿
涼
養
居
士

安
楽
川
奥
四
郎
右
エ
門

蓮
光
院
法
屋
妙
薫
大
姉文

政
十
二
年
十
二
月
八
日

華
岡
随
賢
妾

延
寿
院
恵
明
入
阿
信
女文

政
十
三
年
二
月
六
日

安
楽
川
奥
四
郎
右
工
門
妻

慶
雲
院
敏
質
直
継
居
士天

保
三
年
八
月
十
九
日

二
代
目
随
賢
子
俗
名
雲
平
三
十
三
才

観
阿
直
英
禅
定
門
天
保
四
年

俗
名
治
兵
衛
六
十
八
才

常
昭
院
釈
尼
妙
浄

天
保
五
年
五
月
二
十
七
日

俗
名
於
栄
事
随
賢
息
女

黒
江
川
端
二
而
死

天
聴
院
聖
哲
直
幸
居
士天

保
六
年
十
月
二
日
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Ｃ
邪

Ｃ
妬

Ｃ
型

Ｃ
昭

Ｃ
犯

Ｃ
皿

Ｃ
別

斎
州
華
岡
随
賢

清
山
自
円
信
女

天
保
四
年
十
一
月
二
十
八
日

先
生
部
二
入
俗
名
於
種

春
夢
童
子
天
保
十
二
年
一
月
十
日

修
平
子
逸
平
事

素
月
慈
音
信
女
保
十
一
年
九
月
十
一
日

俗
名
於
米
順
平
娘
十
五
才

智
厚
童
子
弘
化
四
年
二
月
十
三
日

修
平
子
息

顕
聖
院
知
実
直
乗
居
士嘉

永
三
年
八
月
十
日

俗
名
幸
平

華
臺
院
浄
瑠
妙
略
大
姉嘉

永
七
年
三
月
十
七
日

俗
名
於
梅
二
三
才

高
顕
院
道
誉
直
豊
居
士慶

応
二
年
五
月
七
日

華
岡
家
二
代
目
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、イ

（
し
雨
“

Ｄ
２

D

1
Ｄ
華
岡
家
（
平
山
久
兵
衛
、
五
兵
衛
）

E E
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E
〔〉
』

Ｅ
２

E

l
Ｅ
花
岡
賢
蔵
家

唱
阿
道
慶
信
士
天
保
九
年
一
月
十
二
日

俗
名
久
兵
衛

智
即
頓
入
信
女
文
久
二
年
八
月
二
十
四
日

久
兵
衛
母
七
十
五
才

智
覚
童
子
文
久
三
年
四
月
十
八
日

賢
蔵
実
子

蓮
生
童
子
慶
応
元
年
七
月
十
四
日

賢
蔵
実
子

高
顕
院
道
誉
直
豊
居
士慶

応
二
年
五
月
七
日

玉
容
童
女
慶
応
三
年
十
二
月
二
十
一
日

恵
覚
童
子
明
治
三
年
六
月
二
十
八
日

正
蓮
院
智
実
妙
貞
大
姉明

治
四
年
十
一
月
二
十
一
日

俗
名
チ
ョ



（
１
）

〕
呉
の
著
書
に
よ
れ
ば
、
青
洲
の
同
胞
は
、
．
、
青
洲
、
二
、
治
兵
衛
（
木
綿
問
屋
紀
州
妙
寺
町
住
）
、
三
、
良
応
（
高
野
山
正
智
院
僧
一
七
七

９９⑱
五
～
一
八
三
四
）
、
四
、
た
れ
、
五
、
お
勝
、
六
、
小
陸
、
一
七
六
四
～
一
八
○
五
、
七
、
女
黒
江
町
柳
川
氏
二
嫁
ス
、
八
、
鹿
城
名
文
献
称

（
皿
）
（
川
）

喝
良
平
一
七
七
九
～
一
八
二
七
、
夫
人
雪
一
八
六
六
死
」
と
あ
る
。
森
ら
の
著
書
に
お
い
て
も
殆
ど
同
じ
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
胄
洲
の

鐸
次
の
同
胞
は
「
お
勝
一
七
九
二
残
、
お
陸
一
七
六
四
～
一
八
○
五
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
次
に
治
兵
衛
一
七
六
六
～
一
八
三
三
、
良

５

（
凶
）

剰
応
（
高
野
山
正
智
院
第
十
四
世
）
一
七
七
五
～
一
八
三
五
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
た
ね
、
女
黒
江
柳
川
家
に
嫁
す
、
鹿
城
文
献
良
平
一
七
七

誌
九
～
一
八
二
七
、
妻
雪
一
八
六
六
残
」
と
あ
る
。
両
者
と
も
人
数
は
青
洲
を
含
め
て
四
男
四
女
の
八
人
と
し
て
い
る
点
は
同
じ
で
あ
る
が
、

雑
Ｅ
）
耐
）

学
順
序
は
異
っ
て
い
る
。
呉
の
著
で
は
次
男
治
兵
衛
、
三
男
良
応
と
続
い
て
い
る
が
、
生
年
か
ら
見
て
、
森
ら
の
記
述
が
正
し
い
。
次
女
の
お

災稚
陸
の
生
年
は
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
で
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
生
れ
の
治
兵
衛
、
良
応
よ
り
前
に
な
り
、
さ
ら
に
お
勝
（
Ａ
幻
で
は
於
力

日
シ
）
が
長
女
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
呉
は
「
た
ね
」
を
お
勝
の
前
に
お
い
て
い
る
が
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
こ
の
同
胞
八
人
の
中
で
法
名
、

生
年
、
残
年
が
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
三
女
の
「
た
ね
」
と
四
女
の
黒
江
柳
川
に
嫁
し
た
人
物
で
あ
る
。
青
洲
の
同
胞
の
「
た
ね
」
は

こ
れ
ま
で
俗
名
だ
け
が
知
ら
れ
て
い
る
。
末
子
で
あ
る
四
男
の
鹿
城
が
安
永
八
年
二
七
七
九
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
そ
れ
以
前
に
生
ま
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
他
家
に
嫁
し
た
と
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
嫁
に
も
行
か
ず
華
岡
家
で
残
し
た
可
能
性
は
高
い
。

法
名
Ｃ
別
は
「
清
山
自
円
信
女
天
保
四
年
十
一
月
二
十
八
日
、
先
生
部
二
入
ル
俗
名
於
種
」
で
あ
る
。
「
先
生
部
二
入
ル
」
と
は
過
去
帳

の
Ｃ
の
部
つ
ま
り
華
岡
家
医
師
の
部
で
も
さ
ら
に
数
家
の
分
流
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
各
分
流
の
区
別
を
示
す
た
め
に
記
入
さ
れ
た
も
の

58

Ｆ
１
元
祖
覚
智
浄
円
信
士
五
月
三
日
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
番
号
は
著
者
に
よ
る
）

Ｆ
新
太
郎
・
新
九
郎
家
な
ど

四
、

青
洲
の
同
胞
に
つ
い
て



で
あ
り
、
こ
の
場
合
青
洲
の
直
系
を
意
味
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
「
た
ね
」
と
称
す
る
人
物
に
は
青
洲
の
子
供
の
「
た
ね
」
も
い
る
。
胄
洲

の
弟
治
兵
衛
に
子
供
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
治
兵
衛
は
こ
の
「
た
ね
」
を
養
女
と
し
て
迎
え
、
婿
を
取
っ
て
彼
を
二
代
治
兵
衛
と
し
て
跡
を

嗣
が
せ
た
が
、
こ
の
治
兵
衛
の
系
統
の
人
物
の
法
名
に
つ
い
て
は
、
初
代
治
兵
衛
以
外
に
は
過
去
帳
に
披
見
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
を
考
慮

す
れ
ば
過
去
帳
Ｃ
別
に
見
ら
れ
る
「
於
種
」
は
青
洲
の
子
供
の
「
た
ね
」
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
同
胞
の
「
た
ね
」
の
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
。
黒
江
柳
川
家
に
嫁
し
た
と
い
う
四
女
に
つ
い
て
は
、
確
証
を
も
っ
て
そ
の
法
名
を
過
去
帳
か
ら
見
い
出
す
こ
と
は
出
来
な
い

ｊ
が
、
あ
る
い
は
法
名
Ｃ
ｍ
の
「
離
境
妙
覚
信
女
文
化
十
三
年
四
月
二
十
七
日
俗
名
キ
サ
（
随
賢
部
二
入
）
」
が
こ
の
人
物
に
相
当
す
る
の
で

９９岫
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
「
随
賢
部
二
入
」
と
あ
る
か
ら
、
前
述
し
た
「
先
生
部
二
入
」
と
同
じ
く
、
青
洲
に
直
結
す
る
親
族
で
あ
る
こ
と

号
を
示
し
て
い
る
。
青
洲
の
二
親
等
の
女
性
で
名
前
も
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
胄
洲
の
同
胞
、
つ
ま
り
妹
で
あ
る
四
女
と
胄
洲
の
子
供
の
三

ｌ鐸
女
だ
け
で
あ
る
。
従
来
の
系
譜
で
は
「
キ
サ
」
と
い
う
名
前
は
な
い
が
、
子
供
の
二
一
女
は
「
お
栄
」
で
あ
る
こ
と
は
後
述
す
る
。
従
っ
て
青

５認
洲
の
二
親
等
で
、
し
か
も
名
前
が
知
ら
れ
て
い
な
い
女
性
は
同
胞
の
妹
の
み
で
あ
り
、
右
に
述
べ
た
「
キ
サ
」
が
、
青
洲
の
同
胞
の
四
女
の

誌
可
能
性
が
あ
る
。
年
代
的
に
も
不
都
合
は
な
い
。

雑雲
文
化
二
年
九
月
十
七
日
に
死
亡
し
た
Ｃ
６
法
名
「
涼
到
妙
空
信
女
」
は
冑
洲
の
妹
で
あ
る
が
、
俗
名
は
従
来
「
小
陸
」
と
の
み
知
ら
れ
て

椎
き
た
。
そ
の
読
み
は
俗
名
の
項
に
「
小
ム
ッ
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
確
に
「
コ
ム
ッ
」
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
「
オ
」
と
読
む

ｌ
場
合
Ｃ
ｌ
の
「
於
ト
ク
」
、
Ｃ
５
の
「
於
イ
ク
」
の
よ
う
に
「
於
」
の
字
を
用
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
青
洲
の
弟
治
兵
衛
（
初
代
）
に
関
し

て
、
従
来
生
残
年
月
日
の
み
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
法
名
Ｃ
Ⅳ
の
「
観
阿
直
英
禅
定
門
」
で
あ
る
。
過
去
帳
に
は
残
年
の
「
天
保
四
年
」
の

み
で
、
月
日
の
記
述
は
な
い
が
、
「
俗
名
治
兵
衛
」
、
「
行
年
六
十
八
才
」
と
い
う
記
述
に
よ
っ
て
確
定
的
で
あ
ろ
う
。

青
洲
自
身
は
Ｃ
的
、
妹
の
お
勝
は
Ａ
劃
、
同
じ
く
妹
の
小
陸
は
Ｃ
６
、
弟
治
兵
衛
は
Ｃ
Ⅳ
、
同
じ
く
弟
の
良
平
は
Ｃ
吃
で
あ
る
。

59
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胄
洲
の
麻
沸
湯
開
発
に
大
き
く
貢
献
し
た
妻
の
加
恵
に
つ
い
て
は
、
生
残
年
、
法
名
も
知
ら
れ
て
い
る
。
法
名
Ｃ
ｕ
が
そ
れ
で
あ
る
。
続

柄
は
「
華
岡
随
賢
妾
」
と
あ
る
が
、
「
妾
」
は
「
メ
カ
ケ
」
の
意
で
な
く
、
「
妻
」
の
意
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
過
去
帳
の
他
の
条
で
は
「
妻
」

と
い
う
記
載
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
し
か
し
何
故
よ
り
正
し
い
「
妻
」
の
字
が
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
分
か
ら
な
い
。

さ
て
青
洲
の
子
供
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
Ｃ
２
の
長
女
の
「
小
弁
」
は
「
コ
ベ
ン
」
と
読
む
。
続
柄
は
「
雲
平
女
子
也
」
と
あ
る
が
、
寛

政
年
度
に
雲
平
を
称
し
て
い
た
の
は
三
代
随
賢
の
青
洲
で
あ
る
。
次
女
か
め
の
法
名
は
過
去
帳
に
見
い
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
そ
の
婿

準
平
（
南
洋
）
の
法
名
も
披
見
さ
れ
な
い
。
過
去
帳
の
Ｃ
Ｅ
と
Ｃ
Ｍ
に
「
長
寿
院
一
阿
涼
養
居
士
安
楽
川
奥
四
郎
右
衛
門
」
、
「
延
寿
院
恵
明

入
阿
信
女
文
政
十
三
年
二
月
六
日
安
楽
川
奥
四
良
右
エ
門
妻
」
と
あ
る
が
、
こ
の
両
人
は
か
め
の
夫
、
準
平
の
両
親
で
あ
ろ
う
。
次
男

修
平
は
Ｃ
妬
で
あ
る
。
「
華
岡
家
二
代
目
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
、
四
代
の
随
賢
で
あ
る
た
め
四
代
目
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
青
洲
が

余
り
に
も
有
名
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
息
で
あ
る
と
い
う
意
で
「
二
代
目
」
と
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
青
洲
の
三
男
は
俗
名
「
友
三
郎
」

で
文
化
八
年
（
一
八
一
二
に
残
し
た
こ
と
だ
け
が
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
過
去
帳
に
は
「
友
三
郎
」
な
い
し
「
文
化
八
年
」
に
残
し

た
人
物
は
見
い
出
せ
な
い
。
し
か
し
文
化
九
年
二
八
一
二
）
十
二
月
十
二
日
に
残
し
て
い
る
法
名
Ｃ
８
の
「
照
善
童
子
」
は
続
柄
に
「
随
賢

妾
子
也
」
と
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
「
妾
」
は
「
妻
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
随
賢
の
実
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
文
化
九
年

当
時
の
随
賢
は
青
洲
つ
ま
り
三
代
の
随
賢
で
あ
り
、
男
子
の
実
子
と
し
て
は
友
三
郎
以
外
に
な
い
。
従
っ
て
こ
の
人
物
が
友
三
郎
で
あ
り
、

従
来
伝
え
ら
れ
て
き
た
文
化
八
年
二
八
二
）
と
い
う
残
年
も
誤
り
と
思
わ
れ
、
正
確
に
は
文
化
九
年
十
二
月
十
二
日
で
あ
る
こ
と
は
確
定

的
で
あ
る
。
華
岡
胄
洲
博
士
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
同
家
の
過
去
帳
に
も
「
照
賢
童
子
文
化
九
年
壬
申
十
二
月
十
三
日
俗
称
友
三
郎
三
代

随
賢
之
子
也
」
と
あ
る
の
で
間
違
い
な
い
。

（
Ｍ
）

呉
の
著
言
の
華
岡
家
の
墓
碑
図
に
「
胄
洲
先
生
第
三
男
（
友
三
郎
）
と
あ
っ
て
、
鹿
城
の
長
男
（
栄
次
郎
）
の
向
か
っ
て
左
手
に
友
三
郎
の

五
、
青
洲
の
妻
子
に
つ
い
て
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過
去
帳
Ｃ
の
「
華
岡
家
医
師
」
に
披
見
さ
れ
る
と
同
様
、
ど
の
よ
う
な
家
の
過
去
帳
で
も
、
過
去
帳
の
冒
頭
は
そ
の
家
の
祖
先
な
い
し
そ

れ
に
準
ず
る
人
が
占
め
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
過
去
帳
Ｃ
は
寛
政
年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
最
初
は
Ｃ
ｌ
の
「
秋
光
妙
盛
信
女
」
で

あ
る
。
寛
政
五
年
八
月
十
九
日
残
で
俗
名
「
於
イ
ク
」
六
十
七
歳
で
あ
る
。
Ｃ
５
は
「
咬
佳
妙
誘
信
女
」
で
、
享
和
二
年
七
月
二
十
日
残
、

俗
名
は
「
於
ト
メ
」
で
七
十
八
歳
で
あ
る
。
「
秋
光
妙
盛
信
女
」
は
寛
政
五
年
に
残
し
て
六
十
七
歳
で
あ
る
か
ら
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）

生
ま
れ
と
な
り
、
「
咬
佳
妙
誘
信
女
」
は
享
保
二
年
残
で
七
十
八
歳
で
あ
る
か
ら
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
の
生
ま
れ
と
な
る
。
こ
の
両
名
の

夫
と
目
さ
れ
る
男
性
も
過
去
帳
の
Ｃ
の
中
に
は
見
え
な
い
。
「
於
イ
ク
」
、
「
於
ト
ク
」
と
い
う
俗
名
、
両
者
の
法
名
の
第
一
字
の
「
秋
」
と
「
攻
」

（
攻
は
秋
の
意
）
さ
ら
に
「
於
ト
メ
」
が
享
保
十
年
、
「
於
イ
ク
」
が
享
保
十
二
年
生
ま
れ
、
さ
ら
に
過
去
帳
の
各
欄
の
右
肩
に
共
に
「
随
文
」

と
あ
り
、
両
人
が
随
賢
家
、
文
蔵
家
の
共
通
の
先
祖
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
じ
家
系
の
者
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
青
洲
の

父
の
二
代
随
賢
直
道
の
妹
た
ち
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
直
道
は
享
保
七
年
（
一
七
一
三
）
生
ま
れ
で
あ
り
、
「
於
ト
メ
」
の
三
つ
年
上

洲
の
母
の
「
於
継
」
で
あ
る
。

（
Ⅱ
｝

Ａ
肥
の
天
明
五
年
六
月
二
日
に
残
し
た
「
正
覚
院
直
道
居
士
」
は
冑
洲
の
父
で
あ
る
。
つ
ま
り
二
代
随
賢
で
あ
る
。
従
来
の
系
図
で
は
二

代
随
賢
の
同
胞
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
Ｃ
３
の
「
蓮
浄
院
智
貞
信
尼
寛
政
十
一
年
十
一
月
四
日
俗
名
ヲ
ツ
キ
六
十
四
才
」
は
青

（
４
）
（
晦
）
（
１
）

墓
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
森
ら
の
「
墓
塔
説
明
表
」
に
は
見
ら
れ
な
い
。
呉
の
調
査
時
か
ら
数
十
年
も
経
っ
て
い
る
の
で
、
そ

の
間
に
失
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
墓
碑
が
現
存
し
て
い
れ
ば
さ
ら
に
正
確
な
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
思
う
。

三
女
は
俗
名
も
残
年
も
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
黒
江
村
川
端
六
右
衛
門
に
嫁
し
た
こ
と
ま
で
が
知
ら
れ
て
い
る
。
法
名
Ｃ
喝
の

「
常
昭
院
釈
尼
妙
浄
、
天
保
五
年
五
月
二
十
七
日
随
賢
息
女
、
俗
名
於
栄
事
、
黒
江
川
端
二
而
死
」
は
、
一
見
し
て
こ
の
人
物
が
三
女
に

間
違
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
俗
名
、
法
名
、
残
年
月
日
が
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

六
、
青
洲
の
一
世
の
祖
と
そ
の
同
胞
に
つ
い
て
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法
名
Ａ
略
の
「
平
山
院
芳
閖
雲
仙
居
士
」
と
Ａ
昭
の
「
善
授
智
光
信
女
」
は
冑
洲
二
世
の
祖
で
あ
る
。
つ
ま
り
初
代
随
賢
と
そ
の
妻
で
あ

５熱
る
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
過
去
帳
は
各
々
「
俗
名
雲
仙
」
「
俗
名
幸
七
妻
カ
ツ
」
と
あ
り
、
喪
年
月
日
も
一
致
す
る
。
な
お
雲
仙
は

（
Ⅳ
）

誌
先
祖
書
で
は
八
十
八
歳
で
あ
る
が
、
過
去
帳
で
は
八
十
五
歳
と
あ
る
。

雑
（
４
）
耐
）

蜂
森
ら
の
著
書
で
は
、
初
代
随
賢
の
兄
弟
は
五
人
で
あ
る
と
い
う
。
長
兄
「
宇
右
衛
門
」
、
次
男
「
男
」
、
三
男
「
幸
助
」
、
四
男
「
久
左
衛
門
」

権
で
、
五
男
が
「
初
代
随
賢
」
で
あ
る
。
直
接
青
洲
と
関
係
が
な
い
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
法
名
や
残
年
が
調
査
さ
れ
た
か
否
か
は
知
ら

日
れ
な
い
が
、
過
去
帳
に
は
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
人
物
を
見
い
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
長
子
は
Ａ
６
で
、
俗
名
「
宇
右
衛
門
」
と
明
記
さ
れ
て

い
る
の
で
問
題
は
な
い
。
次
男
は
「
男
」
と
の
み
知
ら
れ
て
い
る
が
、
Ａ
咽
は
俗
名
「
久
左
衛
門
兄
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
男
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
三
男
の
「
幸
助
」
は
Ａ
皿
で
俗
名
に
「
幸
助
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
。
四
男
の
「
久

左
衛
門
」
は
Ａ
ｕ
の
「
理
白
道
全
信
士
」
で
、
「
俗
名
久
左
衛
門
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
れ
も
問
題
な
い
。
Ｃ
７
の
「
梅
室
妙
寿
信
女
」

は
「
俗
名
か
ん
久
左
衛
門
妻
也
、
冨
右
衛
門
母
也
行
年
九
十
三
才
」
と
あ
る
。
久
左
衛
門
は
華
岡
の
系
譜
で
唯
一
人
で
あ
る
か
ら
Ｃ
７

は
Ａ
ｕ
の
妻
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
Ｃ
７
の
か
ん
は
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
に
九
十
三
歳
で
残
し
て
い
る
か
ら
享
保
二
年
（
一
七
一

(1999)

と
な
り
年
齢
的
に
も
右
の
二
人
の
兄
た
り
得
る
。
他
家
に
嫁
が
ず
の
ま
ま
華
岡
家
に
お
り
、
直
道
が
面
倒
を
見
て
来
た
た
め
、
青
洲
家
の
部

に
法
名
が
記
入
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
Ａ
８
の
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
十
二
月
十
一
日
残
の
「
離
慶
童
子
」
は
「
幸
七
男
子
」

（
１
）
（
４
）

で
あ
る
。
従
来
の
研
究
書
に
「
幸
七
」
と
い
う
俗
名
は
出
て
来
な
い
。
Ａ
昭
の
「
善
授
智
光
信
女
」
は
宝
暦
八
年
六
月
晦
日
に
残
し
て
い
る

が
、
従
前
の
研
究
に
よ
っ
て
こ
の
人
物
は
初
代
随
賢
の
妻
「
カ
ツ
」
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
過
去
帳
で
は
俗
名
が
「
幸
七
妻

カ
ツ
」
と
あ
る
こ
と
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
「
幸
七
」
は
初
代
随
賢
の
通
称
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
「
幸
七
男
子
」
の
「
離
慶
童
子
」
は
初

代
随
賢
の
息
子
で
あ
り
、
年
齢
的
に
は
二
代
目
随
賢
直
道
の
弟
の
可
能
性
が
高
い
。

七
、
青
洲
二
世
の
祖
と
そ
の
同
胞
及
び
子
孫
に
つ
い
て
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本
然
信
士
」
の
新
太

れ
て
お
り
、
法
名
の

妻
と
考
え
ら
れ
る
。

青
洲
三
世
の
祖
は
初
代
随
賢
の
父
に
な
る
が
、
そ
の
同
胞
は
二
人
の
み
知
ら
れ
、
森
ら
に
よ
れ
ば
久
兵
衛
宗
英
と
法
名
の
み
知
ら
れ
て
い

る
「
秋
巖
旭
泉
信
士
」
で
あ
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
過
去
帳
の
Ｂ
６
に
は
「
秋
巖
旭
泉
信
士
享
保
二
年
七
月
二
十
五
日
、
新
太
郎
次
男
俗

（
略
）

名
真
八
」
と
あ
る
。
前
述
の
森
ら
の
系
図
に
よ
れ
ば
「
秋
巖
旭
泉
信
士
」
は
新
太
郎
の
父
と
な
っ
て
い
る
の
で
矛
盾
が
あ
る
。

Ｂ
８
に
法
名
「
素
契
本
然
信
士
」
が
い
る
。
俗
名
は
新
太
郎
で
、
享
保
十
五
年
（
一
七
三
○
）
に
八
十
三
歳
で
残
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
が

Ｂ
６
の
父
親
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
慶
安
元
年
二
六
四
八
）
の
生
ま
れ
と
な
る
。
Ｂ
５
の
「
松
屋
妙
薫
信
女
」
は
こ
の
新
太
郎
の
妻
で
あ
り
、

Ｂ
叩
が
後
妻
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

Ａ
７
の
久
兵
衛
宗
英
、
つ
ま
り
初
代
随
賢
の
父
は
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
六
十
六
歳
で
残
し
て
い
る
か
ら
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）

の
生
ま
れ
と
な
り
、
従
来
の
系
図
に
あ
っ
た
「
秋
巖
旭
泉
信
士
」
と
久
兵
衛
宗
英
が
兄
弟
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
Ｂ
８
の
「
素
契

本
然
信
士
」
の
新
太
郎
と
久
兵
衛
宗
英
が
兄
弟
で
あ
っ
た
可
能
性
が
よ
り
大
で
あ
る
。
Ｂ
７
の
「
秋
巖
貞
心
信
女
」
は
Ｂ
６
の
次
に
記
入
さ

れ
て
お
り
、
法
名
の
「
秋
巖
」
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
「
同
人
女
子
、
ヲ
チ
ョ
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
Ｂ
６
の

七
）
生
ま
れ
と
な
る
。
か
ん
は
ま
た
冨
右
衛
門
の
母
と
あ
り
、
Ｃ
４
は
冨
右
衛
門
の
女
（
む
す
め
）
で
あ
る
か
ら
、
か
ん
ｌ
冨
右
衛
門
ｌ
小
石

と
続
く
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
Ａ
９
の
「
如
月
恵
鏡
信
女
」
は
「
久
左
衛
門
女
」
と
あ
る
か
ら
右
の
冨
右
衛
門
の
姉
か
妹
と
い
う
こ
と
に
な

（
的
）

る
。
し
か
し
森
ら
の
著
書
の
墓
碑
に
よ
る
そ
の
喪
年
月
日
は
延
享
四
年
五
月
十
二
日
と
過
去
帳
と
異
な
る
の
で
再
調
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

三
男
幸
助
の
子
孫
も
過
去
帳
に
見
い
出
さ
れ
る
。
年
齢
か
ら
考
慮
し
て
、
法
名
Ａ
別
が
子
供
の
文
蔵
と
考
え
ら
れ
る
。
天
明
九
年
（
一
七
八
九
）

に
七
十
二
歳
で
あ
る
か
ら
享
保
三
年
二
七
一
八
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
Ａ
ｕ
の
「
夏
月
如
蓮
信
女
」
は
そ
の
妻
で
あ
る
。
Ａ
皿
の
「
阿
宝
妙

入
童
女
」
は
そ
の
娘
と
な
り
、
Ａ
的
の
「
於
初
」
は
文
蔵
の
四
歳
年
上
の
姉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

八
、
青
洲
三
世
の
祖
と
そ
の
同
胞
と
子
孫
に
つ
い
て
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（
耐
）

森
ら
の
系
図
に
よ
れ
ば
「
秋
巖
旭
泉
信
士
」
の
子
供
が
「
新
太
郎
」
で
一
代
お
い
て
ま
た
「
新
太
郎
」
と
な
っ
て
い
る
。
果
た
し
て
こ
れ

が
正
し
い
か
再
考
を
要
す
る
所
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
間
の
人
物
の
俗
名
は
不
明
と
い
う
。
Ｂ
Ｍ
も
新
太
郎
で
あ
る
。
天
明
二
年
二
七
八
二
）

に
四
十
八
歳
で
残
し
て
い
る
か
ら
、
生
年
は
享
保
二
年
（
一
七
三
五
）
と
な
る
。
Ｂ
喝
の
新
太
郎
の
母
は
年
齢
か
ら
考
え
て
も
Ｂ
８
の
新
太
郎

の
母
で
は
有
り
得
な
い
。
「
秋
巖
旭
泉
信
士
」
は
新
太
郎
の
次
男
と
あ
る
の
で
、
こ
の
兄
で
、
Ｂ
喝
の
「
法
悟
寿
貞
信
女
」
の
夫
が
い
た
こ
と

に
な
る
。
こ
の
子
供
が
Ｂ
ｕ
の
新
太
郎
で
あ
る
。
Ｂ
皿
は
Ｂ
皿
の
妹
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
Ｂ
皿
の
「
覚
幻
童
子
、
新
太
郎
三
男
」

は
Ｂ
Ｍ
の
新
太
郎
の
三
男
で
あ
り
え
ず
、
年
齢
的
に
は
Ｂ
Ｍ
の
弟
で
Ｂ
喝
の
子
供
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
に
す
る
と
Ｂ
Ｅ
の
夫

も
「
新
太
郎
」
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
新
太
郎
が
三
代
続
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
過
去
帳
に
披
見
さ
れ
る
一
族
の

関
係
が
矛
盾
な
く
配
置
可
能
と
な
る
。

過
去
帳
の
法
名
Ａ
ｌ
「
覚
知
浄
円
（
信
士
）
」
は
元
禄
十
年
五
月
三
日
に
残
し
た
が
、
「
俗
名
伝
右
衛
門
尚
親
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
青

洲
四
世
の
祖
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
妻
が
Ａ
５
の
「
螢
雪
妙
光
信
女
」
で
「
元
禄
伝
右
衛
門
妻
俗
名
カ
メ
」
と
あ
っ
て
従
来
の
記

述
と
俗
名
、
残
年
月
日
共
に
一
致
す
る
。
こ
の
伝
右
衛
門
尚
親
は
華
岡
家
の
先
祖
で
あ
る
た
め
Ａ
１
、
Ｂ
３
、
Ｇ
１
に
も
披
見
さ
れ
る
。

過
去
帳
の
Ｂ
の
系
統
に
お
い
て
、
伝
右
衛
門
尚
親
よ
り
も
前
で
、
し
か
も
筆
頭
に
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｂ
１
の
「
夏
悦
善
閖
（
信
士
）
」
と
Ｂ

２
の
「
雪
窓
妙
閖
信
女
」
が
尚
親
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。

尚
親
が
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
九
十
二
歳
で
残
し
た
と
い
う
か
ら
慶
長
十
一
年
二
六
○
六
）
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
「
夏
悦
善
閖
信
士
」

は
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
残
し
て
い
る
か
ら
、
年
齢
的
に
見
て
も
尚
親
の
親
で
は
有
り
得
な
い
。

九
、
青
洲
四
世
の
祖
に
つ
い
て
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慶
応
元
年
七
月
十
四
日
残

鐸
４
、
玉
容
童
女
慶
応
三
年
十
二
月
三
十
一
日
残

５４第
５
、
恵
覚
童
子
明
治
三
年
六
月
十
八
日

誌
花
岡
賢
蔵
は
四
代
随
賢
の
修
平
の
長
女
の
婿
で
あ
る
。
過
去
帳
の
中
、
花
岡
賢
蔵
家
つ
ま
り
Ｅ
の
法
名
に
よ
れ
ば
、
２
の
智
覚
童
子
は
Ｅ

雑学
１
の
「
智
覚
童
子
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
。
残
年
月
日
が
過
去
帳
で
は
文
久
三
年
四
月
十
八
日
と
な
っ
て
、
森
の
記
述
よ
り
一
ヶ
月
早
い
が
、

史椎
こ
れ
は
墓
碑
の
記
述
に
拠
っ
た
も
の
で
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
判
然
と
し
な
い
。
腎
蔵
の
実
子
で
あ
る
。
３
の
蓮
生
童
子
も
法
名
の
Ｅ
２
で

Ｈ
あ
り
、
賢
蔵
の
実
子
で
あ
る
。
４
の
玉
容
童
女
、
５
の
恵
覚
童
子
も
法
名
の
Ｅ
４
、
Ｅ
５
と
喪
年
月
日
は
一
致
し
て
お
り
同
一
人
物
と
見
倣

し
て
よ
く
、
い
ず
れ
も
賢
蔵
の
実
子
と
推
察
さ
れ
る
。
過
去
帳
に
は
年
齢
の
記
載
は
な
い
。

（
岨
）

１
の
智
厚
童
子
は
残
年
月
日
か
ら
推
察
し
て
法
名
Ｃ
羽
の
智
厚
童
子
と
同
一
人
物
で
あ
り
、
過
去
帳
に
は
「
修
平
子
息
」
と
あ
る
。
系
図

に
よ
れ
ば
四
代
随
賢
の
修
平
と
八
重
の
間
に
は
、
逸
平
、
女
、
雲
平
（
五
代
随
賢
）
、
み
つ
、
男
と
五
人
の
子
供
が
い
た
が
、
右
の
「
智
厚
童

子
」
は
「
男
」
と
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
末
子
で
三
男
の
男
子
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
長
子
の
逸
平
は
、
法
名
の
Ｃ
皿
で
あ
る
。

闘
青
洲
の
末
弟
鹿
城
良
平
の
長
子
「
栄
次
」
は
従
来
の
文
献
で
は
文
政
元
年
五
月
二
十
四
日
に
残
し
た
と
あ
る
が
、
過
去
帳
に
は
Ｃ
叩
に
示

第45巻第1号(1999)

（
抑
）

森
ら
の
著
書
の
「
華
岡
家
法
名
録
」
に
は
計
三
十
三
名
の
法
名
、
俗
名
、
残
年
月
日
を
掲
げ
て
い
る
。
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
に
残
し
た

青
洲
の
父
直
道
以
降
の
分
で
あ
る
。
そ
の
中
で
続
柄
が
不
詳
の
も
の
は
左
の
通
り
で
あ
る
と
い
う
。

１
、
智
厚
童
子
弘
化
四
年
二
月
十
三
日
残

２
、
智
覚
童
子
文
久
三
年
五
月
十
八
日
残

３
、
蓮
生
童
子
武
一
郎

十
、
そ
の
他
の
系
類
に
つ
い
て
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那
賀
町
地
蔵
寺
の
過
去
帳
を
精
査
し
、
そ
の
中
に
披
見
さ
れ
る
百
数
十
名
に
及
ぶ
華
岡
青
洲
一
族
の
法
名
な
ど
に
つ
い
て
、
従
来
公
表
さ

れ
て
い
る
系
図
な
ど
と
比
較
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
不
明
で
あ
っ
た
冑
洲
一
族
の
人
々
の
多
く
の
法
名
や
続
柄
、
喪
年
月
日
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
と
く
に
青
洲
の
兄
弟
の
中
一
人
と
子
供
二
人
に
つ
い
て
は
確
実
に
新
知
見
を
得
た
。
華
岡
家
墓
地
中
続
柄
の
不

明
で
あ
っ
た
五
人
に
つ
い
て
は
、
続
柄
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
華
岡
青
洲
の
系
譜
的
研
究
は
彼
の
最
大
の
業
績
で
あ
る
麻
沸
湯

の
開
発
経
緯
の
解
明
に
直
接
資
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
経
緯
の
背
景
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

本
稿
を
草
す
る
に
際
し
て
、
札
幌
市
の
華
岡
青
洲
博
士
に
は
格
別
の
御
高
配
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す
る
。
さ
ら
に

那
賀
町
西
光
寺
の
森
大
耕
師
、
高
野
町
清
浄
心
院
、
那
賀
町
教
育
委
員
会
の
方
々
に
は
過
去
帳
の
閲
覧
な
ど
に
際
し
て
御
協
力
、
御
援
助
を

戴
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す
る
。

す
よ
う
に
残
年
月
日
は
一
致
す
る
が
、
俗
名
は
「
栄
次
郎
事
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
栄
次
」
と
「
栄
次
郎
」
の
い
ず
れ
が
正
し
い
か
分
か
ら
な

い
。
な
お
「
堺
良
平
嫡
男
」
と
あ
る
が
、
鹿
城
は
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
堺
か
ら
大
阪
に
移
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
過
去
帳
は
そ

れ
ま
で
居
住
し
て
い
た
堺
の
良
平
と
記
載
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

法
名
Ｃ
型
「
華
台
院
浄
瑳
妙
路
大
姉
」
は
俗
名
お
梅
で
あ
る
。
準
平
の
娘
で
あ
る
と
い
う
。
八
代
随
賢
華
岡
胄
洲
博
士
の
御
教
示
に
よ
れ

ば
、
同
家
の
過
去
帳
で
は
こ
の
人
物
は
準
平
の
娘
の
お
梅
で
あ
る
と
い
う
。
従
来
の
系
図
で
は
準
平
の
娘
に
は
よ
れ
、
千
代
、
清
の
三
人
が

お
り
、
よ
れ
は
Ｃ
魂
に
示
す
よ
う
に
十
五
歳
で
早
世
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
お
梅
は
系
図
の
千
代
で
あ
る
。
何
か
の
誤
り
で
お
梅
が

千
代
と
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
鹿
城
の
子
の
積
軒
良
平
に
嫁
し
た
。

以
上
の
知
見
を
綜
合
し
て
系
図
を
作
製
す
る
と
系
図
１
ｌ
８
の
よ
う
に
な
る
。
全
く
不
詳
の
場
合
は
？
と
し
て
、
ま
た
あ
る
程
度
推
察
出

来
る
も
の
は
名
前
を
示
し
（
？
）
を
付
し
た
。
こ
れ
ら
の
不
明
の
点
は
さ
ら
に
新
史
料
の
出
現
を
期
待
し
て
解
決
し
た
い
。

お
わ
り
に
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伝
之
丞
ｌ
伝
左
衛
門
Ｉ

系
図
１

伝
右
衛
門
尚
親

（
一
六
○
六
～
一

元
禄
一
○
、
五
、

覚
智
浄
円
居
士

か
め（

？
～
一
七
一
○
）

宝
永
七
、
十
二
、
十
六
段

螢
雪
妙
光
信
女

六
九
七
）

三
段

’

新
太
郎

久
兵
衛
宗
英

9〕

（
？
～
一
七
一
六
）

享
保
元
、
十
、
十
四
段

松
屋
妙
薫
信
女

（
一
六
四
八
～
一
七
三
○
）

享
保
一
五
、
八
、
十
三
段

素
契
本
然
信
士

享
保
七
、
四
、
七
段

（
一
六
五
一
～
一
七
三
八
）

元
文
三
、
八
、
二
八
段

閑
月
恵
真
尼
（
後
妻
）

華
岳
宗
英
信
士

（
一
六
五
七
～
一
七
二
二
）！

系
図
２

系
図
３
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系
図
２

司
真
八

ヲ
チ
ヨ（

？
～
一
七
一
九
）

享
保
四
、
六
、
二
二
段

秋
巌
貞
心
信
女

？ ？
（
新
太
郎
）

（
？
～
一
七
一
七
）

享
保
二
、
七
、
二
五
段

秋
巖
旭
泉
信
士

（
？
～
一
七
五
四
）

宝
暦
四
、
九
、
一
四
残

法
悟
寿
貞
信
女

？
、覚

幻
童
子

（
？
～
一
七
四
一
）

寛
保
一
、
十
、
四
段

？ 新
太
郎

？

（
一
七
三
五
～
一
七
八
二
）

天
明
二
、
七
、
二
二
段

（
？
～
一
七
三
九
）

元
文
四
、
一
、
三
十
一
段

喜
誉
妙
流
信
女

お
菊

（
？
～
一
七
八
三
）

天
明
三
、
九
、
二
七
段

智
貞
童
女
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系
図
３

－’’

宇
右
衛
門

（
？
～
一
七
一
八
）

享
保
三
、
六
、
二
六
段

性
月
自
本
信
士

男
（
？
）

（
？
～
一
七
六
○
）

宝
暦
十
、
十
二
、
七
段

前
正
位
阿
閑
梨
宥
秀

幸
助

久
左
衛
門

雲
仙
（
初
代
随
賢
）
ｌ
系
図
６

（
？
～
一
七
六
四
）

明
和
元
、
九
、
二
三
段

覚
峯
浄
昭
信
士

（
？
～
一
七
六
五
）

明
和
二
、
五
、
二
六
段

理
白
道
全
信
士 ’

系
図
４

系
図
５



H本医史学雑誌第45巻第1号(1999) 70

系
図
５

系
図
４か

ん
久
左
衛
門

（
？
～
一
七
六
五
）

明
和
二
、
五
、
二
六
段

理
白
道
全
信
士

幸
助

？

（
一
七
一
七
～
一
八
○
九
）

文
化
六
、
十
二
、
十
二
段

梅
室
妙
寿
信
女

’

文
蔵

？ お
初

（
一
七
一
四
～
一
七
八
七
）

天
明
七
、
九
、
二
段

実
如
妙
顔
信
女

（
？
～
一
七
六
四
）

宝
暦
十
四
、
六
、
六
段

夏
目
妙
蓮
信
女

（
一
七
一
八
～
一
七
八
九
）

’
〉 富

左
衛
門

小
石

（
？
～
一
八
○
三
）

？
享
和
三
、
七
、
二
三
段

如
幻
童
女

（
？
～
一
七
四
六
）

延
享
三
、
八
、
十
四
段

如
月
恵
鏡
信
士

文
蔵

（
？
〃
～
？
）

ン

（
一
七
六
○
～
一
七
六
四
）

宝
暦
十
四
、
一
、
二
六
段

阿
宝
妙
入
童
女
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於
勝

（
？
～
一
七
五
八
）

宝
暦
八
、
六
、
三
○
段

善
授
智
光
信
女

雲
仙
（
初
代
随
賢
、
幸
七
）

（
一
六
八
五
～
一
七
六
九
）

明
和
六
、
八
、
十
一
頚

平
山
院
芳
閖
雲
仙
居
士

系
図
６

、「
直
道
（
二
代
随
賢
）

於
継

（
一
七
三
六
～
一
七
九
九
）

寛
政
十
一
、
十
一
、
四
股

蓮
浄
院
智
貞
信
尼

男
（
？
）

（
？
～
一
七
二
九
）

享
保
十
四
、
十
二
、
十
一
狼

離
慶
童
子

於
ト
メ
（
？
）

（
一
七
二
五
～
一
八
○
二
）

享
和
二
、
七
、
二
○
段

｜
咬
佳
妙
誘
信
女

於
ト
ク
（
？
）

（
一
七
二
七
～
一
七
九
三
）

寛
政
五
、
八
、
十
九
段

秋
光
妙
盛
信
女

’
一
畢
畔
乱
一
一
壱
吋
一
一
一
麩
八
五
）

正
覚
院
直
道
居
士

系
図
７
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於
継

直
道
（
二
代
随
賢
）

系
図
７

’

治
兵
衛（

一
七
六
六
～
一
八
三
三
）

天
保
四
、
四
、
七
段

知
阿
直
英
禅
定
門

お
勝

（
？
～
一
七
九
二
）

寛
政
四
、
一
、
二
○
残

端
月
妙
雲
信
女

小
陸

（
一
七
六
四
～
一
八
○
五
）

文
化
二
、
九
、
一
九
段

涼
倒
妙
空
信
女

加
恵

（
一
七
六
二
～
一
八
二
九
）

文
政
十
二
、
十
二
、
八
段

蓮
光
院
法
屋
妙
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NewlnformationaboutSeishuHanaoka'sFamilyTree

accordingtotheBurialRecordsofJizojiTemple

bvAkitomoMatsuki

SinceShuzoKurepublishedhisvoluminousmonographentitled@@SeishuHanaokaandHisSurgery
l，

in1923,thebiographyofHanaokahasbeenwidelystudiedandtwomonographswerepublishedinl964

andl973todescribeindetailthelifeandactivitiesofHanaoka.Inspiteofthesehistoricalstudies,for

morethanseventyyearsseveralimportantpersonshavebeenunclarifiedinthepedigreeoftheHanaokas.

RecentlytheauthormadearepeatedsurveyoftwovolumesoftheburialrecordsofJizojitempleofNaka

town,WakayamaPrefecture.ThetemplehadbeenthefamilytempleoftheHanaokasduringSeishu
Hanaoka'slifetime.

Aboutonehundredandeightyposthumousnames,givennames,anddeathdatesoftheHanaokas

werefoundintherecords,whichcanbeclassifiedintoseveralbranches・Themostimportantfindings

are:1)thegivenandposthumousnameanddeathdateofSeishu'syoungersister(Otane)wasidentified

andanotheryoungersister'sposthumousnameanddeathdatewereguessedwithastrongprobability;2)

Seishu'sthirdson'sdeathdatewasidentifiedandthegivenandnecromancynameand,deathdateof

Seishu'sthirddaughterweremadeclear.Inaddition,severalimportantfindingsonSeishu'sancestors

arepresumedfromthisinvestigationoftheburialrecords.Thesenewfindingsareveryusefulto

understandthebackgroundofHanaoka'sstudyon&(Mafutsu-to''andhisbiography.
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